
地州ヒXリシンポジウム

「地域協働によるコミユ ィの再生」
―もういちど考えてみよう ! まちのありかた・つ<りかた一

日 時 : 2月 28日 (日) 午 後1時30分～4時45分

会 場 : コ ラボ しが21 3階 大会議室(大津市打出浜)

参加費:無 料       」

今、戦後の日本を根つこで支えてきた 『自治会、町内会』などコミユニティのあり方が
う と し て い ま す 。

二 一 , 一 ´― 一 一 三二 二 _

経済の低迷の長期イじや、地海分権の具体的な進展

加えて、働き方や家族構成の変化、少子高齢化などにより、課題や要望の多様化がすすみ
これまでどおりの施策では対応しされないFo3題も増加してきています。
今、注目されているのは協働、市民自治 ・住民自治。
国内外で調査研究を進める専Pヨ家の講演や、先進事例を参考に

それぞれのニーズに合わせた、フレキシブルな自治のあり方について
「地域協働 (住民自ら考えてともに取り組む)」 をキーワードに、あなたも考えてみませんか。

■基調講演 「地域における 『参加』と 『協働』
～コミュニテイ組織の権限、仕事、資金、人材、そして理念～J

名和田是彦さん (法政大学教授)

■パネルディスカッシ∃ン
パネリスト

滋賀県社会福祉協議会
谷□郁美さん

コミュニティ・ガバナンス研究所代表
(元伊賀市合併協議会職員)

辻上浩司さん

湖南市岩根まちづ<り 協議会

コメンテーター

法政大学教授    名 不□田是彦さん

コーディネーター

ひとまち政策研究所常務理事
阿部圭宏

主  催 :滋賀県
実施機関 :特定非営利活動法人ひとまち政策研究所



名祀田是彦氏プロフィー′じ

1955年山口県出身.法欧大学法学部教授(法社会学、公共哲学、コミュニティ論専政)。
93～95年、独ブレーメン市で住民参カロに関する実態を研究。

現在横浜市を中心に、コミュニテイと住民参カロの実態を

研究するとともに、市民活動団佃『まちづくし,フオーラム湛南Jの代表として、

まちづくιり活動を実践している.

総務省新しいコミュニティのあιj方に関する研究公座長、

横浜市地域福祉計画策定推進香員会香員、同市地域まちづくι,推進香員会春員などを務める

主な署書に『コミュニティの法理論』(創文社)『コミュニテイの自治』(編著、日本評論社)など。

ふと耳にした
「まちづくιり協議会」
つて言葉、
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お申込みお問い日せ先:

特定非営禾J活動法人ひとまち政策研究所

FAX0748-33-5576

メ‐―′♭ hipprOex.biwa.ne.jp
― TEL074辞 ■■3-5576-

会場に無料駐車場|`あι,ません。公共交通機関をご利用ください。

|
:

申し込み円縄

・2/28 地域づ(ι,シンポジウムに参加します。

氏名: 所属/団 fA名

連絡先:(電話・FAXメ ー′じアドレスなど)

準備の都a上 お申し込み|よ2目 25日 (ホ)までにお願いいたします。


